
東京大学フィールドスタディ型
政策協働プログラム
オリエンテーション

2019年4月16日・17日

十和田八幡平国立公園
十和田八甲田地域



「テーマ」

～人口急減地域における地域コミュニティの作り方～

「官×民×学 「協働」 のしくみづくり」

－「未来の地域」共創支援事業－
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平成17年1月1日 十和田市、十和田湖町合併

青森県十和田市
◆十和田湖休屋地区
十和田八幡平国立公園
十和田八甲田地域 平成30年3月31日 十和田湖畔休屋

世帯数95 人口217人→196人
 十和田湖小学校 児童数5名→2名

平成30年4月1日小中学校統合

01 現地活動フィールド
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止まらない
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2017年度 活動テーマ
「自然保護と利活用を両立する共生社会」

自然保護
と利活用

地域

学識
者

自然
体験

学生

海外

5



2018年度 活動テーマ
地域資源を体感する
～持続可能な地域社会のしくみづくり～

固有の地域資源
20年で自然環境が回復

人口減少した地域社会
少子高齢化により20年で半減

地域資源層

地域生活層

個人消費型・グローバル化
消費者ニーズの多様化

消費者層

各層をつなぐ
新たな層１

各層をつなぐ
新たな層２

各層を補完
する要素

多様な知見を活用し地域社会の未来像を道筋提案
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2018年度 活動テーマ
地域資源を体感する
～持続可能な地域社会のしくみづくり～

固有の地域資源
20年で自然環境が回復

人口減少した地域社会
少子高齢化により20年で半減

地域資源層

地域生活層

個人消費型・グローバル化
消費者ニーズの多様化

消費者層

各層をつなぐ
新たな層１

各層をつなぐ
新たな層２

各層を補完
する要素

多様な知見を活用し地域社会の未来像を道筋提案

将来の人口減少は止められない
仮説：新たな地域の社会システムが必要ではないか？

検証：人口減少の進行した地域では
何を将来的に備えていくべきか
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「官×民×学 「協働」 のしくみづくり」
－3つの課題から未来を探る－

【課題から未来を探る1】
過去 団体から個人型へ
未来 若者が訪れる場へ

【課題から未来を探る2】
過去 交通の発達が通過型へ
未来 四季の自然を豊かな癒しへ

【課題から未来を探る3】
過去 住民が地域をつくる
未来 地域外と未来をつなぐ

【取組１】
地域を応援する学生から
～国立公園を学びの場に～

【取組２】
十和田湖の深い魅力から
～滞在周遊するしくみへ～

【取組３】
地域内外のつながりから
～地域コミュニティへ～
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「官×民×学 「協働」 のしくみづくり」
－多様な主体の一人として「奔走」－

行 政 観光客

地域住民 宿泊施設

未 来

過 去

現 在
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「官×民×学 「協働」 のしくみづくり」
－多様な主体の一人として「奔走」－

行 政 観光客

地域住民 宿泊施設

未 来

過 去

現 在
「現地活動」

多様な主体の一人
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地域における取組
～国立公園再生活動～

国立公園満喫プロジェクト
～国立公園の魅力を世界に～

十和田湖ウォーク50km
～豊かな自然を踏破する～

十和田湖ヒルクライム
～紅葉の樹林を登り切る～

十和田湖マラソン
～神秘の湖を駆け抜ける～

４月１日
募集中

固有の自然を
生かした活動

５月１日
募集予定

９月実施
募集予定 11



実施場所 目的 地域 募集人数 活動期間
青森県
十和田市

地域資源を体
感する持続可
能な地域社会
のしくみづく
り

十和田湖休屋
地区

３名程度 １年間
（夏、秋、冬
の季節毎の活
動を推奨）

４月16日、17日

•学内オリエン
テーション

５月参加学生決定

•地域、学内専門知教
教員への事業概要説明
課題設定

•年間スケジュール等
の検討

•現地経験学生からの
引き継ぎ（5月～7
月）

夏期現地活動

（8月～9月）

•現地活動10日間
程度

秋期現地活動

（10月）

•夏期現地活動か
らの専門知の収
集整理

•最終報告に向け
た道筋検討

冬期事後調査・

現地報告会（2月）

•事後調査、整理

•現地報告会

•振り返り、最終提
言整理

３月学内報告会

•地域資源、専門
知の最終整理

•学内報告会

活動地域と現地活動スケジュール
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－地方の課題から世界貢献へ－
東日本大震災から8年・その影響を現地で感じる機会

冬の魅力を世界へ発信！

十和田湖紫明亭 十和田湖冬物語ダケカンバの森

青森で踏み出す一歩は
東北の震災復興に

寄与したいと願う第一歩

「皆さんの声」を青森県の「未来の地域づくり」にお届けください。
心よりご応募をお待ちしております！

ゆる～い「絆」でつながる
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山形県 鶴岡市 櫛引庁舎 産業建設課

東京大学フィールドスタディ型
政策協働プログラム提案書

『フルーツ・ランド』を核とする
戦略的地域振興策

山 形 県



山形県鶴岡市の概況1.1.

羽田空港～庄内空港

１日往復４便 約60分

ＪＲ 東京～鶴岡
上越新幹線利用

約4時間

山 形 県

POINT 果樹の少量多品種産地

■品種

サクランボ、もも、ぶどう、和梨、洋梨、
りんご、柿

■観光果樹園
１７箇所／櫛引
17,617人／H30

■産直あぐり
年商 155百万円
会員数 99人

田園地域

鶴岡市 山形県の海岸部に位置
平成17年10月1日に６つの市町村が合併。
人口 129,652 人（※H27国勢調査）
面積 1,311.53 k㎡（東北１位）

櫛引地域 鶴岡市南部に位置
人口 ７,2４３ 人（※H27国勢調査）
面積
『果樹産地』産直・観光果樹園
国指定無形民俗文化財「黒川能」
肥後加藤（清正）家終焉の地「丸岡城跡」



鶴岡の食文化概況2.2.

農水省 SAVOR JAPAN（農泊 食文化海外発信地域）
（2016認定）
鶴岡市の価値ある食文化資源を活かし「食文化の学び」と「体験の場」を提供するこ
とで、世界中から食文化を楽しみ、学ぶ人々を鶴岡に誘客することによる地域産業
の振興と、地域資源を維持発展させる好循環を形成する地方創生の取り組みを実
践する。

５年後(H31)へインバウンド10倍計画
外国人旅行者 4,000人→40,000人へ

（延べ宿泊数）

■内対象国：フランス・イタリア・ドイツ
・アメリカ・オーストラリア

■平成28年度／ 12,000人泊（延べ宿泊数）

■満足度 80％以上

☆城下町・日本遺産
～サムライゆかりのシルク～

☆出羽三山の精神文化・日本遺産
～自然と信仰が息づく「生まれかわりの旅」～

山 形 県

ユネスコ食文化創造都市（2014/12認定） （国内唯一）
ユネスコ創造都市ネットワークを通じて、世界の創造都市と交流を深めると共に「世
界の食文化創造都市」としての魅力を国内外に強くアピールし、鶴岡食文化の存在
感を高めていきます。（全7分野： 食分野認定：世界26都市・日本１都市 鶴岡市）

◆料理人育成事業（海外派遣、自主研修）、Food Guide（食文化と旅行者を繋ぐ）

食と風土の博物館構想
（鶴岡ガストロノミー フィールド ミュージアム構想）

食文化と農林水産業を主軸とする観光振興［通年］

鶴岡ツーリズム 食と風土の祭典
◆2012 Long runイベント開催

文化の祭典［ビエンナーレ］

◆インバウンド研修、収穫体験、手作り体験



【現状】
■鶴岡ツーリズムを推進し、食文化を活かした
観光振興と農林水産業の成長を目指している。
■鶴岡ツーリズムにおける体験型観光の目玉に
観光果樹園の取り組みを推進している。
■鶴岡にあって櫛引地域は果樹産地のメッカ
（さくらんぼ、桃、ぶどう、和・洋ナシ、りん
ご、庄内柿等）

【課題】
◆【観光課題】鶴岡への観光客は「加茂水族館」と「羽黒山」
の２強（それぞれ600千人/年）。インバウンド観光客は倍増。
（それでも13千人/年）櫛引地域は黒川能や果樹の魅力を観光客
呼び込みに活かしきていない。（740千人/年）
◆【果樹振興】櫛引の果樹は多品種少量生産。さくらんぼは直
売や観光果樹園収入が大。柿は耕地面積が大きくJA出荷や産直
販売が大。果樹の労働体制は生産が手一杯で6次商品化まで発展
させきれていない。収入拡大の可能性は高い。

櫛引食文化の現状と課題3.3.
山 形 県

観光入込者数の推移 (単位：百人)
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① 果樹×観光×６次化の視点から見た
「FRUIT LAND 経営戦略」のアイディア提案

⇒ データ分析等による事実や法則の発見

② 鶴岡を元気にするための「櫛引果樹ブランド」化の
の提案（ユネスコ食文化都市×櫛引果樹）

⇒ 少量多品目産地の目指すところ。

プログラムの目標4.4.
山 形 県

産直あぐり周辺の 『FRUIT LAND』
構想での 稼げる果樹戦略

2018年度 東大ＦＳ型政策協働ＰＪからの提案 （現地活動報告より）

①櫛引屋（くしびきや） ②メタボローム解析
技術を応用した旨味
元素構成分析◆櫛引の美味しい食の

首都圏アンテナショッ
プ （広島、京都、東京）
！東大五月祭での出店

◆美味果実の元素構成比
率によるおいしさアピール

③デマンド交通庭
先集配システム

◆観光２次交通×デマン
ド交通×庭先集荷の交
通新システム

吉澤画伯のFruit Landイメージ図

産直あぐり（産直、レストラン、加工）

現地活動風景



フィールドワークのプログラム内容

地域資源や地元の
取り組み体験

○観光果樹園体験、産直
施設、観光施設訪問な
ど

○農家民宿への宿泊

○250年の歴史のある甲
州ブドウとワイン造り
視察体験

観光果樹園組織や
産直、観光関係者

等との交流

〇産直あぐりでの情報
収集、現地研修

○地元農業者、観光関
係者との交流

○地元の研修会等への
参加

地域資源の調査活動

〇慶応義塾先端生命科学
研究所での実験・研修

○観光果樹園、産直あぐ
り悉皆調査

○宝谷地域おこし協力隊
員との協働調査

○行政、観光関係者への
ヒアリング

観光果樹園を中心とす
る地域振興方策の検討

○フルーツランド計画策定
ワークショップへの参加

○鶴岡ツーリズム連携会議
等への参加

○果樹振興による地域振興
方策の提案

プログラムの概要5.5.
受け入れ地域 山形県鶴岡市櫛引地域 人数 ３～５人

受け入れ期間 ６月中旬～ 6月下旬 さくらんぼの季節
※柔軟な対応が可能 ８月下旬～９月中旬 ぶどうの季節
行政の支援 現地活動を支援します。

果樹園組織や住民、地域おこし協力隊等との連携・交流のセッティング
観光果樹園、産直施設、農家民宿、観光施設等の案内や手配等

山 形 県



東京大学 × 山形県高畠町

2019年度フィールドスタディ型政策協働プログラム

01 まちを知る
高畠町の町内見学、農家訪問、企業訪問・工場見学 など

02 自分を知る
町内のヒト、モノ、コトに触れ、自分の気持ちを探ります

仲間たちとの協働体験から、地域のデザインを学びます

03 未来を描く
「産地 × 企業商品」の効果的なプロモーション戦略を立案

「たかはたブランド」の認知度向上のための対策を考案

04 宣言する
高畠町の学生（小中高）に向け、戦略をプレゼンテーション

高畠町内の食品加工企業、商工会、観光団体に向けにプレゼンテーション



東京大学 × 山形県高畠町

「03 未来を描く」で取り組む課題

「企業商品×産地」の新たなプロモーション戦略立案

高畠町は全国に先駆けて有機農業に取り組み、食の安全性をこれまで守ってきた。
また、山形県の中でも食品加工企業が特出している地域で質の高い食材が多い。

その地域ブランディングの施策の一つに、「たかはたブランド」の取り組みがある。
これまでの取り組みは、町内企業の製造した商品を町が認証する形式で、首都圏や
仙台駅などでの物産イベント中心のプロモーションになっているが、高畠町の「世界観」
がうまく消費者へ伝わっていない。

物産イベント中心の観光プロモーションから、地域の特性を観光資源として提供する
時代になり、町のブランディングのための新たなプロモーション戦略を立案してほしい。

「たかはたブランド」 町内の認知度を上げる

全国に誇れる農産物や食品加工商品があるが、町民はそのこだわりを知らないこと
が多い。「たかはたブランド」という言葉もほとんど知られていないのが現状。
自分の町に誇り、愛着がうまれるような取り組みを考えてほしい。



東京大学 × 山形県高畠町

2019年度フィールドスタディ型政策協働プログラム

実施概要

実施月
（滞在日数）

プログラム

１１月中
（１週間程度）

まちを知る
自分を知る

未来を描く①

町の歴史や事業、商店街などを巡る
各分野のキーマンと会う
有機農業の農業団体、農業者を訪問
町内の企業を訪問し、工場見学など実施

滞在中、インプットした情報をまとめ、戦略立案につなげる
ため、若手役場職員をファシリテーター役にワークショップ
を開催

一定程度の期間 未来を描く② 大学へ戻り、地方に活かせるプロモーション戦略の情報
収集、分析、企画立案等を行う

実施月は未定
２～３日程度

宣言する 町内の学生を対象にした報告会を実施。

町内農家、企業、商工会、観光団体等を対象にした報告
会も実施。

実施後、本事業関係者とのフォローアップワークを開催



東京大学 × 山形県高畠町

山形県置賜地域 高畠町の情報

アクセス

◆【鉄道】東京駅～高畠駅（山形新幹線）
所要時間 2時間15分
※高畠駅にも新幹線停まります！

◆【高速バス】東京～米沢
所要時間 約５時間

◆【自動車】
川口JCT～米沢中央ICまで 約300km
所要時間 約３時間３０分

市町名 人口

米沢市 85,953

長井市 27,757

南陽市 32,285

高畠町 23,882

川西町 15,751

白鷹町 14,175

飯豊町 7,304

小国町 7,868

合 計 214,975

山形県置賜地域



高畠の食を食べながら



この地の未来を共に描きましょう



石川県
フィールドスタディ型政策協働プログラム

オリエンテーション



東大生と共に取り組む政策プログラム（全体概要）

活動地域 活動内容 活動期間

能登町

持続可能な能登の里山集落づくり

 地域の取組（共同田での作業等）への参加や、住
民へのヒアリングを通じて、能登の里山集落が持続
できる仕組みの提案を行う。

うち２～３週間程度

能美市

中山間地域における地域資源の国造ゆず
等農産物を活かした地域内外在住者の縁
づくり推進に係る具体的施策の提案

 特産農産物（国造ゆず）の産地を未来に継承してい
くための具体的な施策の提案を行う。

うち２～３週間程度

石川県内の下記地域に約２週間～３週間（８月下旬～９月中旬）滞在し、能登町・
能美市での現地活動を通じ、それぞれの課題解決策を提案していただきます。
（具体的なスケジュールや役割分担は、参加人数や学生の希望を踏まえて決定します）

能登町

能美市



 想定される現地活動内容
・ 集落へのヒアリングやWSの開催（過去・現在・未来、共同田等）
・ 里山体験（祭礼・田作業・収穫祭・山作業への参加）
・ 東京交流団体行事への参加
・ 道筋提案に向けたプロトタイプの実践
・ 道筋提案

【活動地域】

【活動スケジュール（案）】

MISSION 持続可能な能登の里山集落づくり 【石川県能登町】

「耕す＝文化（アイデンティティ）」である能登の里山暮らし。

それを守り、次世代につなぐため取り組んできた山口集落。

10年間、耕作放棄地が出ないように地域全世帯で管理する「共同田」を始め、

そこに地域住民の出番と居場所をつくってきた。

その結果、集落には、人が集まり、行事が生まれ、Ｕターンする家族が出てくる

よい循環が生まれてきた。

ところが、今後、人口減少と高齢化の進行により、『共同田だけでは集落

(アイデンティティ)を守ることはできない…。が、答えがわからない…。』

集落全体で、本気で取り組んできたから強く感じる危機感。

新たな仕組み「共同田×○○」が必要ではないか。

ここから、このＭＩＳＳＩＯＮが生まれた。

数字上ではどうしようもないかもしれない。

しかし、山口集落には数字を超えるポテンシャルがあるはず。それが何か。

山口集落は、本気で挑戦する仲間を待っています。
6月 顔合わせ（東京）、事前調査（WEB等）

8～9月 現地事前調査・現地奔走（長期）（3週間程度）

10月～ 学内奔走

11月 現地活動（短期）

2月 地域住民への成果報告会（能登）

◆能登町山口集落

・人口：103人（37世帯）

・高齢化率：46.6％
（2015国調）

・16haの田園が広がる
中山間地域

世界農業遺産
「能登の里山里海」



MISSION 持続可能な能登の里山集落づくり 【石川県能登町】

山口集落は耕すことが文化。時代が変化しても変わらない。田んぼ

から集落の会話が生まれる。ここから田んぼがなくなるのは、商店街

から店がなくなるのと同じ。店のない商店街に人は来ないでしょう。

だから、田んぼを守り、つないでいくと決めた。

共同田で結果が出てきたが、時代の変化のスピードが早く、これから

はそれだけでは持続できない。 「共同田×○○」の新しい仕組み

をつくり、集落を守り、元気にしていきたい。

「木郎米」
@東京小石川マルシェ 8/18夏まつり

あえのこと
ユネスコ無形文化遺産

共同田 稲架たて・稲刈り

【宿泊場所】
能登町内の空き家借上げ・宿泊施設を利用（2017・2018FSで利用）

【体験メニュー】
世界農業遺産「能登の里山里海」を知る体験を準備。里山体験に加えて、 里海体験
（スノーケリング・釣り等）も準備しています。

【サポート】
2017・2018FSメンバーから活動へのアドバイス

【山口集落の活動紹介】

2007年、離農者をきっかけに集落全世帯で管理する「共同田」を始

める。 これをきっかけに、住民の出番と居場所づくりにつなげ、さらに

地域の農耕文化の復活と継承、地域資源の活用（海洋深層水の散

布・竹チップによる堆肥等）により共同田の米のブランディングを図る。

他方で、集落外への情報発信に加えて、江戸時代にゆかりのあった

東京小石川とも交流し、ファン関係人口の拡大を図っている。

代表
花畑壽一さん

2018FS 活動blog →



MISSION 持続可能な能登の里山集落づくり 【石川県能登町】

【目標達成に向けた仮説】

町民、事業所、行政が主体性を持ってまちづくりを行っている

大学生、町外の人たちも加わる

【背景】 ✓能登には大学がなく、高校卒業後の転出大

20代後半に戻ってくる流れがあったが小さくなり、転出超過になることも

✓高齢化率が50%を超え、人口構造の若返りが必要

【町の目標】 ※人口ビジョンで設定
2030年、若者が集まる能登町になる（20~30代転入超過）

里海エリア 能登町小木地区 人口2,275人 65歳以上41.8%（2015国調）
◆日本有数のイカの水揚げを誇るが漁業の衰退とともに地域の誇り・アイデンティティが失われつつある…

能登町 大学と地域が連携 → 地域課題の解決と学びの仕組みづくりに取り組む

2017
2018

✓「小さなチャレンジが、地域の成功体験へ」
→おばあちゃんたちと「消えてしまうイカの郷土料理の商品化を目指した」クラウドファンディング実施

✓「地域の人たちが輝く舞台づくり」
→未来を創る若者に絞り（小学生と英語で町をPR、高校生と一緒にイベント企画）実践しながら、舞台づくりを提案

里山エリア 能登町山口地区 人口103人 65歳以上 46.6%（2015国調）
◆地域の誇り・アイデンティティを守り、つなぐために始めた集落営農活動！将来、持続できないかも…

2019

◆横展開
2年間の里海から
里山へ

地域の人たちの

チャレンジと成功体験をつくる

出番と居場所づくりを実践！

✓『「耕す」＝「文化」（アイデンティティ）』であり、離農者をきっかけに集落全体で稲作する「共同田」を始め、それが地域の人たちの出番
と居場所づくりにもなり、家族でのUターン者も出てきて、地域外から人が集まるようになってきた。
ところが、今後、人口減少と高齢化の進行により、「共同田」だけでは、守りつなぐことができない…。

→新しい仕組み「共同田×○○」が必要。 この課題解決に向けた道筋提案を実践



●課題

中山間地域における

地域資源の国造ゆず等農産物を活かした地域内外在住者

の縁づくり推進に係る具体的施策の提案

●現場で必要とされていること
人口減少対策として、交流人口・関係人口を増大させる地域の豊かな暮らしづくり・元気づくり、
地域経済の活性化を図る

地域資源を活かした縁づくり推進に係る具体的施策が必要

●最終的に求めたいこと
生産者・地域・行政等関係者が次年度以降に行動できる課題解決提案内容

2019年度フィールドスタディ型政策協働プログラムへの課題提案
能美市

●活動地域概要
「能美市（のみし）国造（こくぞう）地区」
 中山間地域にあり、古くからの小規模7集落と平成
に入り造成された大規模住宅団地からなる地域
・地区全体・・・微減
・古くからの7集落：人口減少・少子高齢化進行
・大規模住宅団地：人口増加

 高齢により農業をリタイヤする市民が増加（特産物
「国造ゆず」も2019年度新たに2名がリタイヤ、後
継者不足）

●学生と貴学に期待したいこと
日本の地方にある特産農産物の小規模産地を未来に承継していくために、単なる農業という
ビジネス面だけからの提案ではなく、
「CSA～Community Supported Agriculture」（地域が支える農業）
「ASC～Agriculture Supported Community」（農業が支える地域）
（生産者と消費者が相互に支え合う仕組みで、欧米を中心に世界的に拡がりを見せている）

の視点で、その農産物を取り巻く環境・体制を含めた非営利な面の価値も含め、モノだけでなく
コト、そしてヒトにクローズアップした具体的施策の提案を期待。積極性ある学生を希望

●活動スケジュール提案

6月～7月 ・顔合わせ、事前調査

8月～9月 ・現地活動①（２～３週間）地域の人たちと出会い、つながり、現状把握

10月～12月
・企画立案
・現地活動②（短期、11月上旬）企画立案したことを試行することも可能

2月～3月 ・現地での成果報告会

随時 電話、電子メール等でのやりとり

●2018年度ＦＳプログラム成果
課題「国造ゆず産地を未来に継続していくための持続可能な
生産・消費体制等の構築」で２名が活動

① ゆずの花言葉のひとつである「健康美」をテーマにした取り組みによる地域内在住
者間の縁づくりによる体制構築の可能性を示唆

② 地域外在住者が国造ゆずの農作業等を通じて高齢農業者や地域内在住者と一定
期間交流することによる縁づくりによる交流人口・関係人口増加での体制構築の可
能性を示唆



フィールドスタディ型政策協働プログラム オリエンテーション 2019年4月16日・17日

南越前町

あわら市



全４７都道府県
幸福度ランキング

３回連続日本一
仕事分野１位（雇用が安定、働く女性も日本一）
教育分野１位（子供から大人まで学び続ける環境が充実）

北陸新幹線

２０２３年春福井延伸

それでも、福井の人口は2000年の82.9 万人をピークに減少傾向

2040 年には63.3 万人まで減少する見込み（1900(明治33)年の人口と同じ ）
地域課題の解決、関係人口の創出にみなさんの発想力や企画力を発揮しませんか

そして福井を第２のふるさとに！

知る人ぞ知る 実はハイ・ポテンシャルな福井

都道府県魅力度ランキング３９位だけど・・・

東京から

福井 2:50 3:2535分短縮



休校小学校を活用した地域づくり

あわら市

福井県の最北端(嶺北地域)
石川県加賀市に隣接

人口：約28,300人
世帯数：約1万世帯

観光客：約182万人(年間)

豊かな自然・四季折々の特産物
歴史のあるまち

人

あわら温泉

「関西の奥座敷」と呼ばれる
県内随一の温泉街

湯けむり横丁

芦湯

北潟湖

越のルビー

吉崎御坊

とみつ金時



休校小学校を活用した地域づくり ―あわら市－

【現状と課題】

 波松小学校と吉崎小学校は、少子化の進行により児童数が減少し、平成28年3月に休校した。

休校を機に地域住民の交流が減少し、地元に対する愛着が希薄になり、今後ますます地域の活力衰退・少子高齢化・人口減少が加速して

いくことが危惧される。

 現在、地域住民と行政とで、地域の課題解決と活性化拠点としての小学校の活用を検討している。

【活動地区】

波松地区(波松小学校)

 人口：約620名・約200世帯

畑作・果樹栽培が盛ん。

梨・メロン・さつまいも等豊かな農作物がとれる。

日本海に面し、海岸では観光地引網が行われる。

また、年間を通して釣り客やサーファーが訪れる自然豊かな地域。

吉崎地区(吉崎小学校)

 人口：約370名・約150世帯

石川県との県境に位置、浄土真宗中興の祖・蓮如上人が1471年に

建立した吉崎御坊を中心に寺内町として栄えた歴史あるまち。

毎年4月後半に行われる「蓮如忌」は500年続く伝統行事。

全国から約11万人の参拝者が訪れる。

地引網漁波松小学校

波松の梨

蓮如忌吉崎小学校



休校小学校を活用した地域づくり ―あわら市－

【皆さんに期待すること】

小学校は住民にとって身近な場所で、愛され親しまれてきた地域のシンボルであり、休校となっても地域での

持続的な活用が望まれます。

皆さんの若く新しい視点で、休校舎の新しい活用策や地域課題解決のためのアイデアを提案してください！

私たちと一緒に地域を元気にしましょう！

【活動内容】

【受け入れ体制】

まちづくり団体(波松地区・吉崎地区)・地域おこし協力隊がサポート

【宿泊予定先】

あわら温泉の旅館、福井県立芦原青年の家、波松小学校、吉崎小学校等

【活動期間】

現地活動：8月20日～9月20日のうち2週間～3週間(応相談)

現地報告会：2月

現地調査・ヒアリング

実態調査と課題の把握

休校舎やエリア内の調査
地域住民との対話を通し
て地域の実態を把握する

協働活動

まちづくり団体との協働

小学校を拠点にまちづく
りを行う地域団体の活動
への参加・協力

実際の地域活動・まちづ
くり活動を体感する

提言・ワークショップ

休校舎を活用した
ワークショップの開催

地域の課題解決や休校舎を活用
した地域活性化の施策提言

休校舎を活用した

地域活性化事業に反映



【面 積】 343.69K㎡

【人 口】 10,799人

【世帯数】 3,348世帯

岐阜県

石川県

滋賀県

福 井 県 南 越 前 町

福井県の真ん中にある

海と緑と歴史のまち。

福井県のほぼ中央に位置し、北は福井平野につながり、東は

岐阜県、南は滋賀県、西は日本海に接しています。

町のほぼ中央に日野川が流れ、上流は豊かな森林に恵まれた

山々、下流は整備された田園地帯が広がっています。

春夏秋冬の装いを変化させ、様々な表情を見せる南越前町は

四季を通じて自然の豊かさを実現できるまちです。

また、「今庄宿」や「河野北前船主通り」など多彩な歴史資源に

恵まれています。



南越前町では、古くから交通・交易の要衝として人の往来を支えてきた歴史を背景に、

「人の移動」や「多拠点」を切り口とし、町外の方が気軽に地域の暮らしや文化に触れる

機会を設け、地域に関わる方の増加に取組んでいます。

この流動創生事業をさらに発展させ、都市と地方の多様な関わりを創出する場として、

町内外から認知され、多彩な交流が生まれる地域づくりを目指します。

流動創生サイト：http://ryudou-sousei.jp/
福 井 県 南 越 前 町

関係人口を迎えるしなやかな地域づくり

～流動創生事業における地域住民の視点を踏まえた発展的提案～

活動地域 南越前町宅良地区を中心に町内全域

活動内容

・流動創生事業への参加、地域おこし協力隊とともに地域活動を実施

・地域住民等へのヒアリング調査、関連事業視察 等

→現状を把握できるような場を設置

課題・成果を整理し、発展的な展開について提案

目 標 流動創生事業の評価及び発展的な提案

活動期間

・8月中旬の4日間 流動創生事業への参加
（農作業手伝い、盆踊り等の地域のイベント）

・9月上旬の1週間 地域住民等関係者へのヒアリング調査、意見交換
関連事業視察、地域おこし協力隊活動参加

・2月 現地報告会
※時期や日数については応相談



長野県

これからの公共空間のあり方に関する実践研究
ー「信州・学び創造ラボ」を起点にした多様なコミュニティの創出 ー

2019年度 東京大学フィールドスタディ型政策協働プログラム オリエンテーション
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「 共に 」

2

キーワード

とも



新たな社会的価値を生み出す

実験室 として、

２０１９ 年４月

県立長野図書館３階に

オープンしました！
県立長野図書館（長野県長野市若里1-1-4）

3

Here !



信州情報コーナー

マグネットポイント

ブース席

カウンター
ひとり席

ソファ席

大壁面 / プロジェクション

コラーニング・ワーキングスペース

マイクロ・ライブラリー(展示スペース)/
ホワイトボード/可動書架ブース

キッチン/ベンチ/カウンター席/
デジタルサイネージ(WebLinked)

サイネージシステム/
平置きタッチディスプレイ/
棚（面だし展示）

畳スペース

書棚

完成イメージ図
ワークショップスペース

ものづくりラボ

3Dプリンタ/レーザーカッター/
紫外線プリンタ/大判ロールプリンタ/
スキャナ・PC/道具置き場/
展示ショーケース

4



「信州・学び創造ラボ」のコンセプト

｢共知・共創（ともに知り、ともに創る）｣
コンセプト

政策的
位置付け

5

共に学び合い、共に価値を創る『みんなの学び』の推進

・長野県総合５ヶ年計画「しあわせ信州創造プラン2.0～学びと自治の力で拓く新時代～」

・第3次長野県教育振興基本計画「『学び』の力で未来を拓き、夢を実現する人づくり」

生涯を通じて学べる環境の整備

行政が提供するサービスを消費するだけの場でなく、人と人とがつながり、
共に学び考え「新しい社会的価値」を生み出していく場



みなさんと共に挑戦したいこと

6

ミッション

新しい公共空間の運営モデルの提案を通して、

これからの 「公共(Public) のあり方」 に

一石を投じる！

地域の人々の

多様性・創造性を

エンパワーする

多様な人々をつなぎ

コミュニティ

をつくる



空間と行動のデザイン（きっかけを生む “タッチポイント” のデザイン）

今回の
ゴール

例えば、こんな方向から考えてみては？
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

地
域
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
知
る

① 多様な属性・視点を持つ人々がつながる
コミュニティが生まれる仕組みの提案

② 利用者の学びあいを促すプログラムの開発

みなさんに取り組んでいただきたいこと

7

人と人とのつながりを生むインセンティブデザイン

企
画
・
試
行

T
R

Y
 a

n
d
 E

R
R

O
R

 !!

モ
デ
ル
提
案

自
由
な
発
想
で
新
し
い
提
案
を

情報流通・共有の仕掛けづくり

など、

興味関心のある切り口から、自由に取り組めます！

✔

✔

✔



スケジュール

8

2019.
4

５-６

ワークショップ、学内での事前調査

オリエンテーション

県立長野図書館主催アンカンファレンスに参加

７-９

長野県内でのフィールドワーク（メイン）

10-12 長野県内での追加フィールドワーク（必要に応じて）

ワークショップ、学内での事後調査

2020.
２

「信州・学び創造ラボ」で報告イベント開催

運営方法の検討

みなさんの提案をお披露目！



9

［フィールド］
信州・学び創造ラボを起点に、

県内各地 自由に！

［アプローチ対象］
様々な活動を展開する
個人、企業、公立組織など

［メンター］
・図書館職員をはじめとする県職員
・地域コーディネーター



実験する場所がある

受け入れるまちがある

一緒に取り組む人がいる

これからの新しい公共空間モデルを

信州で、共に創ってみませんか

10



フィールドスタディ型政策協働プログラム

オリエンテーション

2019年4月16日・17日

熊野古道伊勢路 馬越峠
熊野古道伊勢路（馬越峠）



漁村から考えるパーマカルチャー

プログラム①



漁村から考えるパーマカルチャー

【フィールド】

尾鷲市三木浦町（みきうらちょう）

 尾鷲市南部の賀田（かた）湾に面した人口約550人の漁村

 真鯛の養殖や伊勢海老漁が盛んで、古くから遠洋漁業の基地とし

ても栄えた

 平成29年6月、唯一の喫茶店が閉店したが、平成30年3月に着任し

た地域おこし協力隊員により、喫茶店「マドロス」がオープン。地元

の人たちの憩いの場となっている

 同年8月には、1泊から利用できる移住体験住宅「三木浦ソワイ」も

オープン

尾鷲市

尾鷲市三木浦町

【現状と課題】

 過疎高齢化や第一次産業の衰退により、人口減少が進み、漁村の活気が失われつつ

ある

 一方、漁村には、豊かな自然や長年使われていない田畑、住まいに加えて、これまで

培われてきた自然と共に暮らす文化や知恵が多く残っている

 「自然と調和した暮らし＝不便」ではなく、欧米や日本の都市部では、こうした暮らし方

を実践する人びとが増えてきている

 自然と調和した暮らし（パーマカルチャー）を実践するフィールドとして三木浦町を発信することで、そう
した暮らしを求めている都市部の人を地域内に流入させるきっかけとしたい！

漁村暮らしの宿「三木浦ソワイ」



漁村から考えるパーマカルチャー

【具体的なプログラム】

【東大生に期待したいこと】

漁村でのパーマカルチャーの普及やフィールドづくり

 「パーマカルチャー」とは、オーストラリア発祥のデザイン体系であり、「自然と調和した暮らし」のことを指す

 三木浦町にある自然を保全しながら、こうした暮らしを求めている人を受け入れるためのフィールドを作るに

は、どのような環境整備が必要か？

 里山では事例のあるパーマカルチャーを漁村に取り入れるためには？

 漁村での交流人口の増加につなげるためには何が必要か など

漁村でのパーマカルチャーの実践・普及のほか、パーマカルチャーが漁村の自然環境や文化の継

承・存続・活性化に寄与する可能性について検討してください！！

三木浦町は、目の前が海！

海水浴はもちろん、有名なダイビングスポット
でもあります。

東京の喧騒から離れて、漁村での暮らしを体
験してみませんか？

尾鷲は東大生の力を必要としています！（毎
年来てもらっています！）

地域おこし協力隊 三鬼さん

＜活動期間：３週間程度（応相談）＞



限界集落における地域農業の再生

プログラム②



限界集落における地域農業の再生

【フィールド】

南伊勢町道行竈（みちゆくがま）地区

 南伊勢町は、人口12,000人 三重県一の漁獲量を誇る町だが、人口減

少率（△2.8％）、高齢化率（50.3％）がともに三重県ワースト１

 源平合戦のころ、平家の落人が入植したものの、先住者によって既に

漁業権が握られていたため、塩竃を造り塩を焼き、わずかな耕地を開

いて自活したという「平家落人伝説」が伝わる「南島八ヶ竃」（なんとう

はっかかま）の一つ

 集落の人口は、わずか38人
南伊勢町

伊勢志摩国立公園内の鵜倉園地

【現状と課題】

 小さな集落にある田んぼは、日当たりが良い、滝が２つあって水が豊富、圃場整備

されているなどの条件が整っているものの、人口減少及び高齢化に伴い、耕作放棄

地が増加

 地域住民が中心となって、栽培したお米で日本酒を造るプロジェクトをきっかけとし

た復田の動きが出てきている

 日本酒造りプロジェクトについては、地元の皇學館大学との連携が生まれている

 日本酒づくりプロジェクトを含めて、さまざまな観点から地域農業の再生について考え、地域の土地利
用、竃方文化、ＩＣＴ活用など一体的なシステムのモデルを構築したい！

酒米を作る予定の田んぼ



限界集落における地域農業の再生

【具体的なプログラム】

【東大生に期待したいこと】

道行竈地区の土地利用、文化、景観等を含めた農業再生モデルの構築

 日本酒造りだけでなく、限界集落における農業の再生に必要な収益モデルを構築するためには何が必要？

 竃方文化や地域の土地利用、農村景観などを融合させた地域モデルが構築できないか？

 限界集落ならではのＩＣＴの活用は考えられないか？

 クラウドファンディングを取り入れたいが具体的な手法は？

 次世代に継承できる仕組みづくりとは？ など

地域資源の洗い出しや地域住民との話し合いなどのほか、実際の農作業や酒造りなどを通じて、

地域農業の再生についての道筋提案を検討してください！！

東京では考えられないほどのきれいな海で、
つぼ網で魚をとって、その魚を食べながら地
域の人たちと交流しましょう！

過疎の最先端の地で、みなさんの参加をお
待ちしています！

たいみー

＜活動期間：３週間程度（応相談）＞



鳥取県
フィールドスタディ型政策協働プログラム

オリエンテーション

２０１９年４月１６日、１７日



鳥取県湯梨浜町版生涯活躍のまちの形成に向け

生涯活躍のまちづくりの提案とアクティブ
とした多世代を呼び込むための地域の魅

 ⼈⼝減少が進む湯梨浜町では、新たな⼈の流れを⽣み出す⼿段のひとつとして「⽣涯活躍
のまち」の取組を進めている。

取組課題

 拠点整備が進む中、拠点や地域の担い⼿となる都市圏に住むアクティブシニアをはじめ
とした多世代の移住定住者を確保することが課題となっている。

＜背 景＞

＜⽣涯活躍のまち構想の概要＞
２か所の温泉があり、グラウンド・ゴルフ発祥の地やノル

ディックウオークの認定コースなど⽣涯スポーツの環境があ
るため、アクティブシニアが元気に活躍し、楽しみながら健
康に⽣活できる素地がある。

【基本的考え方】
都市圏をはじめとする地域の移住希望高齢者等に対し、そ

の方の経験や⼈脈を活かせる活躍できる場を提供するととも
に、必要な医療・介護を継続的に受けられる体制を整備する
ことにより、湯梨浜町への移住を促進し、地域の課題を開設
するための⼈材の誘致につなげる。これにより、移住者だけ
でなく、地元住⺠に暮らしやすいまちづくりを進める。



Googleマップを加工

マリンスポーツ
海水浴

東郷地域
町営住宅 松崎駅前コミュニティ拠点

ノルディックウォーキング

はわい温泉

泊エリア

羽合エリア

東郷エリア

湯梨浜町役場

中央公民館羽合分館

湯梨浜町役場
泊支所

中央公民館
泊分館

町立中央公民館活用

湯梨浜町役場
東郷支所

藤井政雄記念病院
倉吉病院 等

継続的なケアの提供 アクティブシニアの大
学の利用・指導と交流

鳥取短期大学
鳥取看護大学 ル・サンテリオン東郷

ガーデンハウス野花

グラウンド・ゴルフ

ハワイ信生苑
グループホーム信生ゆりはまの里
はわいグループホームあずま園
シニアコートゆりはま
アロハデイサービスセンターあずま等

 アクティブ・シニアから晩年のシニアまで、充実した生活と安心して暮らせる町をつくる。（健康寿命＋地域への貢献）

 地域が抱える課題の解決へとつながる人材の誘致

 現在お住まいの町民の方々も利益共有できる環境づくり。

3

東郷温泉

生涯活躍のまちのイメージ（平成２８年度の基本計画をもとに更新）

人口減少地区への対策

小さな拠点

お試し住宅（もりた屋）
空き家活用

レークサイドヴィレッジ
ゆりはま開発事業地

住環境
高齢者住宅の整備
町営住宅建替え
戸建住宅地の整備
多世代集住地域

羽合地域
町営住宅

相談窓口、まちの保健
室
仕事、活動情報の提供

松崎駅前多世代交流
センター（ゆるりん館）

松崎駅前総合相談
センター（どれみ）・
お試し住宅（まつざき屋）



以下の活動等により、都市圏に住むアクティブシニアをはじめとした多世代の移

住定住希望者をひきつける魅力的な地域づくりと情報発信のための政策を提案。

＜活動内容＞

地域外からのから⾒たときにどんなところが魅⼒的か、どんなところを改善
していく必要があるかなど、学⽣の視点でニーズ把握・分析

都市圏等に住む多世代に対して、湯梨浜町の魅⼒等を効率よく発信・受信す
る⼿法を検討

魅⼒的な地域のコミュニティ拠点の機能や運営方法、交流促進の検討

湯梨浜町について詳しくはこちらをチェック＞＞＞http://yurihama-machidukuri.net/

http://yurihama-machidukuri.net/


ゆうゆう、ゆりはま 

 湯梨浜の暮らし 

天女のふる里 

鳥取県 湯梨浜町 



鳥取県のほぼ中央 

●人口 １６，５５０人 

（平成27国勢調査） 

 平成16年10月に羽合町・東郷町・ 

 泊村が合併し誕生 

●就業人口 ８，５５５人 

 内訳（Ｈ27国勢調査） 

  第一次産業（農業・漁業等） 

   1,258人（15％） 

  第二次産業（建設業・製造業等） 

   1,786人（21％） 

  第三次産業（小売・各種サービス等） 

   5,491人（64％） 

●特産品 

 梨・イチゴ・メロン・ブドウ・ 

 スイカ・シジミ・岩ガキ など 

 

 

 

湯梨浜町ってどんな町？ 



浜 
 白い砂、青い海、美しさひときわのロケーション
が自慢。岩ガキ、ヒラメなど海の幸も豊富です。 
 快水浴場百選にも選ばれた「石脇海水浴場」の近
くには、グラウンド・ゴルフの聖地「潮風の丘とま
り」もあります。 

 みずみずしく上品な甘さと酸味が絶品の二十世紀梨
は、鳥取県を代表する秋が旬のフルーツ。 
 湯梨浜町は、日本一の二十世紀梨の産地で、気候や
風土に恵まれ、高い評価を得ています。 

 町の真ん中に位置する「東郷湖」のほとりに「はわ
い温泉」、「東郷温泉」の二つの温泉があります。 
 湖の周りには、県立の都市公園「東郷湖羽合臨海公
園」があり、癒しの空間と美しい景観を提供していま
す。また、七福神にちなんだ7カ所の足湯もあります。 

湯梨浜町ってどんな町？ 



湯梨浜町の多彩なイベント 
◆グラウンド・ゴルフ発祥地大会 

◆ハワイアンフェスティバルハワイ 
 inゆりはま 

◆水郷祭 ◆全国ベテラン卓球ゆりはま東郷大会 

◆グラウンド・ゴルフ国際大会 
 YURIHAMA 

◆ゆりはま天女ウォーク 



湯梨浜町の百選 
◆快水浴場百選「石脇海水浴場」 ◆平成の名水百選「宇野地蔵ダキ」 

◆にほんの里100選「別所・国信地区」 ◆美しい日本のむら景観百選「東郷池」 



美しい自然を楽しむこともできます 



日常生活の楽しみ 

◆ノルディックウオーク 

両手にもった2本のポールをついて歩く「ノルディックウオーク」。 

膝や腰への負担が少ない割に運動効果が高く、幅広い年代が気軽に楽し

むことができることが魅力です。 

東郷湖を巡るウオーキングコースは、全日本ノルディック・ウオーク 

連盟の公認コース第1号に認定。 



日常生活の楽しみ 

いろんな楽しみが 
生活の一部になっていきます。 

◆グラウンド・ゴルフ 

 湯梨浜町合併前の旧泊村で誕生したグラ

ウンド・ゴルフ。簡単なルールと、誰でも

どこでも気軽に楽しめることが特徴です。 

 このスポーツの聖地、日本海を望む風景

と美しい芝の専用コースが 

魅力のグラウンドゴルフの 

ふる里公園「潮風の丘とまり」。 

 ここでは、毎年全国大会、 

さらには国際大会が開催 

されるなど、多くの利用で 

にぎわっています。 



日常生活の楽しみ 

◆足湯・温泉スタンド 

 町内には７つの足湯と温泉スタンドがあります。 



島根県松江市 

神話・自然景観を生かした  

ナショナルパークツーリズムのメニュー化  

東京大学フィールドスタディ型  

政策協働プログラム提案書  
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背景  

現在日本政府は、2020年訪日外国人旅行者数を4000万人とする 

「明日の日本を支える観光ビジョン」の施策に取り組んでいます。 
この観光ビジョンの１０の施策の一つとして、国立公園の「ナショナルパーク」としてのブランド化を目指し、  

まずは８箇所の国立公園で「国立公園ステップアッププログラム2020」を策定し、訪日外国人を惹きつける  

取り組みを計画的、集中的に実施します。  

大山隠岐国立公園満喫プロジェクトにおける重点地域 

⒈「最大の魅力は自然そのもの」をコンセプトに非日常な体験を世界の人々に提供する  

⒉最高の自然環境をツーリズムに開放し、高品質高付加価値のインバウンド市場を創造する  

⒈隠岐地域  ⒉島根半島東部地域  ⒊島根半島西部地域  ⒋三瓶山地域  



3�

島根県の概況  

島根県は中国地方の日本海側である山陰地方の西部をな
す県。県庁所在地は松江市。離島の隠岐の島、竹島は本
県の領域に含まれる。  

人　口：679 ,626人（推計人口　2018年10月1日）　  

面　積：6 ,708㎢  

市町村：県下８市５郡１０町１村  

特産：米、ぶどう、西条柿、牛肉、メロンなど  

島根県のプロフィール 羽田空港  

→出雲空港（8 5分）  

（J R）東京駅  

→J R松江駅（約6時間）  

（バス）東京駅  

→J R松江駅（約1 1時間）  

「美肌県１位」 
美肌偏差値78.64と２位秋田に10p以上  

差をつけて３年ぶりに首位奪還！  

島根県大山隠岐国立公園  

アクセス  

トピック 
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松江市の概況  

『暮らしやすさ』日本一！  
※経済産業省暮らしやすさを貨幣価値の置き換えて比較  

島根県の東部に位置し、平成の大合併で1市7町1

村が合併。山陰最大の人口を擁する中心都市。  

平成24年4月　特例市に移行  

平成30年4月　中核市に移行  

平成30年12月  中枢中核都市に選定  

人口　202 ,667人  

（推計人口2018年10月1日）  

面積　572 .99㎢  

松江市のプロフィール 

国宝松江城  

玉造温泉  

ホーランエンヤ神事
2019年５月開催  

塩見縄手  

小泉八雲記念館・旧居  

宍道湖  

松江しんじ湖温泉  

魅力的な観光スポット 

松江水郷祭  
例年夏開催  
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美保関町  

島根町の概況  

 

それぞれの良さを持ち合い、  

協議し魅力の「強化」  

「連携」「発信」を行う  平成３３年インバウンド旅行者 2 0万人  

　　　　　　　　　　　  宿泊者 1 0万人  

神話と歴史の町、美保関町  
・（一社）松江観光協会美保関町支部  

・行政  

・地域観光事業関係者  

・地域住民  

・民間企業  

・（一社）松江観光協会島根町支部  

・行政  

・学者、有識者  

・地域観光関係者  

・民間企業  

美しい海・色・景観を有する島根町  

美保関灯台  青柴垣神事  美保神社  

多古の七つ穴  マリンスポーツ
キャンプ  

祇園社神幸祭  

（別名）ガッチ祭  

満喫プロジェクト  

島根半島東部協議会  

諸手船神事  

加賀の潜戸  
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観光分野の現状と課題  

「大山隠岐国立公園」の  一部として、「国立公園満喫プロジェクト」に取り組む  

ジオツーリズムにおける体験型観光を目玉にマリンアクティビティへ取り組みを開始  

美保神社の参拝者増加　（年間47万人）  

「島根半島・宍道湖中海ジオパーク」として日本ジオパークにも認定されている  

海産物を主とした、食文化を生かした観光振興  

近隣大型港からツアー誘致  

少子高齢化による担い手不足  

地域の宝を活かすビジネスモデルの検討  

ポテンシャルを活かしたツーリズムメニューの開発の遅れ  

「島根半島・宍道湖中海ジオパーク」として日本ジオパークにも認定されており学術的な研究
が、進んでいる一方、その成果の利用の方法が見出せてない  

インバウンド観光客の受け入れ環境の整備  

施設・地域ぐるみのおもてなしの向上  

課題  

現状  
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方向性  

「国立公園満喫プロジェクト」をインバウンドに対応する 

島根半島の多彩な魅力のコンテンツの一つとして磨き上げる！ 
「美保関町」には由緒ある神社や神話に由来する神事が残り、「島根町」には美しい海・色・景観を有した　
観光名所が点在しています。そういった松江市「美保関町」「島根町」地域を中心とした自然景観・神話等の  

資源を活かした、持続可能で質の高いツーリズムメニューの検討・分析・開発を行う。  

ストーリー 付加価値  

神話歴史などの由緒ある 
ストーリーを国内外の子供から大人まで 

様々な方に体験いただきます 
 

ジオパークや自然の景観など 
学術的にも価値の高いものを 

体験いただきます 
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⒈受入地域　　　松江市圏域（美保関町・島根町中心） 

⒉受入期間　　　8月～9月、10月～12月※柔軟な対応が可能 

⒊人　　数　　　２～４名 

⒋行政支援　　　現地活動を支援します 

　　　　　　　　地域組織や住民、地域おこし協力隊との連携 

　　　　　　　　交流会のセッティングその他施設等の案内や手配 

フィールドワークプログラム概要  

神話・自然景観を生かしたナショナルパークツーリズムのメニュー化 
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スケジュール  

フェイズ 

※現地活動（夏季：1~2週間程度、その他の時期：週末や連休、冬季春季休暇等利用）、現地報告会（2~3月頃） 
　　　　　 

PR期間全体スケジュール(6ヶ⽉月間)�

実施展開 

４⽉月  ５⽉月� ８⽉月-‐‑‒9⽉月� 12⽉月-‐‑‒1⽉月�

スケジュール 

２⽉月-‐‑‒3⽉月�６⽉月  ７⽉月� 10⽉月-‐‑‒11⽉月�

検討 

振り返り 
報告 

追加FW・提示調整 

6月：現状活動の事前説明（担当者が東大にて説明） 
7月：事前研究 

9~10月：ツーリズムメニューの検討 
10~12月：追加フィールドワーク、メニュー案の提示と地元との調整 
　　　　　　テストメニューの実施→実施結果の取りまとめと分析 

2~3月：本プログラムの振り返り・現地報告会 

フィールドワークプログラムの内容 

※FW：フィールドワーク 

⒈現状のツーリズ
ムメニューの体験  
現状提供している  

シーカヤックなどの
ツーリズムメニュー  

を五感で体験して頂き、
提供事業者や地域の担
い手と交流し、現状を
インプットして頂く  

⒉活用資源課題解決
や新たな宝物の発見  
地元島根大学ジオパー
クプロジェクトセン
ター等の知見や活動状
況を学び、ツーリズム
資源利用の課題や、新
たな宝物を発見して頂
く  

⒊東京大学等での　
研究  
大学内の研究・専門家
への聞き取りや、図書
館での文献調査等によ
り提案メニューの素案
をつくって頂く  

⒋テストメニューの
実施  
地元の意見を聞き、必
要に応じて素案を修正
し、関係者も楽しめる
テストメニューを展開
し、モニターから意見
を収集して頂く  

8~9月：現地フィールドワーク（地元プレイヤーとの意見交換） 

事前学習 



学生のみなさまへ 
島根半島は神秘的な自然景
観と神話が息づき、昔なが
らの文化が伝承されている
町です。 
皆様に島根半島に訪れてい
ただき新しい視点で一緒に
課題に取り組んでいただけ
ることを期待しております 



KOCHI

KUROSHIOTOWN
高知県黒潮町

高知県黒潮町は、四国の西南に位置し、太平
洋に面した、人口１万人あまりの町である。
温暖な気候で、海・山・川の豊かな自然環境
を有し、「ホエールウォッチング」「カツオ
のタタキ作り」「天日海塩作り」などの体験
型観光と、農家・漁家での「民泊」など、地
域とふれあう観光を展開して、自然環境を軸
に地域資源を活かしたまちづくりに取り組ん
できた。

近年の少子化の進展に伴う教育旅行の伸び悩
み、南海トラフ巨大地震における新たな津波
想定（黒潮町に到来する大津波高34ｍ）等の
要因により、修学旅行のキャンセルや体験型
観光での他市町村への宿泊流出の傾向が強ま
り、地域の賑わいが失われつつある。



SPORTTOURISUM
観光戦略の練り直しを余儀なくされた黒潮町は、高知県が
整備した「土佐西南大規模公園スポーツゾーン」の各施設
を活用し、『温暖な気候と自然環境の中で行うスポーツ』
を前面に押し出した誘客を促進することとした。

体育館、テニスコート、天然芝サッカー場、JFL公認人工
芝グラウンド（JFLフットボールセンター）、野球場など
を活用し、大会誘致、合宿誘致等に取り組んでいる。

■本町のスポーツツーリズムの課題の
洗い出しと、その解決策を考える。

■地域外からの視点での、課題等の指
摘や新たな企画の提案。

■同年代の若者の視点で見た、スポー
ツツーリズムへの要望などの提案。

スポーツを通じた観光

活動地域・人数活動目標

スケジュール

■高知県黒潮町・２名

■2019年8～9月
・現地（黒潮町内）での実情視察など。
・地元関係者との意見交換や、スポーツツーリズム受入現場視察。
・周辺市町村、関連事業者等との連携状況視察や関連団体との意見交換等。

■2020年2～3月

・黒潮町にて報告会 KOCHI KUROSHIOTOWN



「スポーツを核にしたまちの賑わい創出」をニタリクジラと一緒に考える 
高知県黒潮町について 
黒潮町は高知県の西部に位置し、東を四万十町、西を四万十市に接し、高知市から約 100km、

太平洋に向かって長く広がる地形を成し、東西約 18.4km、南北約 23.6km で南西部に太

平洋（土佐湾）を望む、人口１万人余りの風光明媚な町です。 

気候は温暖で、海･山・川の豊かな自然環境を有し、「ホエールウォッチング」「カツオのタ

タキ作り」「天日塩作り」といった体験型観光と、漁家・農家での「民泊」地域とふれあう

観光を展開して、自然環境を軸に地域資源を活かしたまちづくりに取り組んでいます。 

その取り組みの中心の一つとなるのが NPO 砂浜美術館（館長・ニタリクジラ）です。 
 
NPO砂浜美術館について 
「私たちの町には美術館がありません。美しい砂浜が美術館です。」というコンセプトのも

と、長さ 4ｋｍの美しい砂浜を美術館にみたて、四季折々のオリジナル企画を行ってきまし

た。1989 年から始まり、今年 30 周年になります。2003 年に NPO 法人化。以後、砂

浜に隣接した高知県立の公園施設の指定管理、施設内のスポーツ施設を活用したスポーツ

ツーリズム、町の観光振興、ケーブルテレビ局の番組制作など、地域資源を活用した様々な

取り組みを行っています。各事業を通じて、地域経済への寄与と、「砂浜美術館」という考

え方を多くの人たちに伝えていきたいと思っています。 

 

本プログラムについて 
・黒潮町が新たに練り直した観光戦略の方針として、「スポーツを核としたまちづくり」を

掲げており、スポーツというツールをきっかけに町内外を巻き込んだ取り組みを展開して

いる。 

・その取り組みの実施主体である、黒潮町や町内の NPO 砂浜美術館とともに具体的な方策

等の立案に参画していただくプログラムとなっています。 

・地域外からの視点で見た、地域内の住民では気がつきにくい課題等の指摘や新たな企画の

提案や、同年代の若者の視点で見た、スポーツツーリズムへの要望などの提案をいただきま

す。 

・黒潮町への滞在は、８月～９月くらいの間で、誘致した大会又は合宿など実際の対応状況

も見ていただきながら、（一緒に受入時の作業など体験あり。）一緒に考えていただけるよう

に計画します。（地元関係者との意見交換、検討会議等） 

・最終的に２月～３月を目処に黒潮町での報告会を計画しています。 

















































































美郷町の紹介　

 人口 　４，９９４人　

 ６５歳以上人口 　２，５５４人

 高齢化率 　５１．１％

 面積
　４４８．７ｋ㎡　
　（うち山林が約９２％）

 気温
（2014気象庁）

　最高気温　 ３６．２度
　最低気温　－６．６度

 特産品
　宇納間備長炭、しいたけ、南高梅、
　完熟きんかん、栗など

美郷町は、平成１８年に３つの村が合併し誕生した町です。
宮崎県北部の中山間地域に位置し、四方を山々に囲まれており、自然豊かな町です。
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美郷町の観光施設　



プログラム提案に至る背景について　

医療費に係る原因疾患の第３位が筋骨格系疾患（転倒・骨折含む）と
なっている。

介護給付費の約１／４が筋骨格系疾患（転倒・骨折含む）に起因している。

その主な要因のひとつとして・・・

なんとかしたいが都市部のようなジムもない・・・
ＮＰＯや民間事業所もないし・・・



○開始時期　　　　　平成２７年１２月～
○グループ数　　　　５９グループ
○参加者数　　　　　約４５０名
○開催状況　　  　　各グループ週１～２回（ＤＶＤを観ながら３０分程度）
○開催場所　　  　　主に近所の公民館など
○町の支援  　  　　おもりセット及びＤＶＤの貸し出し
　　　　　　　　　　　　 定期的な指導員派遣（体操指導・効果測定）
　　　　　　　　　　 　　測定項目は、５ｍ歩行速度と３０秒椅子立ち上がり回数

○期待される　　　　
効果

いきいき百歳体操について　



医療費が
減少

医療費が
増加

１人あたり
年間医療費

（円）

　　　　　参加者　　　　　　　　　　　　　参加しなかった者

※後期高齢者医療・・・主に７５歳以上の方が加入する医療保険制度

※参加者・・・後期高齢者医療加入者で、

※参加しなかった者・・・後期高齢者医療加入者で、

いきいき百歳体操と総医療費（後期高齢者医療※）との関係



　事業開始から３年が経過したが、徐々に参加者が減少しており（多い時で約６００名）、直近では
約４５０名まで減少している。その主な要因としては、以下のことが推測されます。

【要因その１】　　
　　最初の３ヶ月間きちんと続けられる方は、効果を実感することができるが、体操自体が単調な
　　運動なため、その前に飽きて辞めてしまう方がいる。

【要因その２】　
　　高齢者の特性上、効果測定（３０秒椅子立ち上がり回数・５ｍ歩行）の数値が際限なく上昇する
　　わけではないため（現状維持が続くことも多い）、モチベーションの維持が難しい。

【要因その３】　

　　本事業に限らず、いわゆる「通いの場」は、男性から敬遠される傾向にある。

【要因その４】
　　高齢になっても日中は現役で農作業や畑仕事を行っている方が多く、

そんな素晴らしいツールなのですが課題も・・・　



そこで・・・今回のプログラムの内容として　

社会福祉協議会の指導員に同行し、実際に自主運動グループの活動現場（各公民館
等）に出向いてもらい、参加者と交流していただきます。その際、「参加者が実感し
ている効果や感想」などを中心に聞き取りしていただきます。
また、参加していない方に対し「その理由」「関心あるもの」などについて聞き取り
していただきます。

フィールド
ワーク

検討・提言
この体操の重要性や効果について、無関心者層（ターゲット）に対しどのようにＰＲ
すれば参加者の増加に繋がるのか、その方法を検討してもらい提案していただきます。
たとえば・・・

　→　男性参加者を増やすためのＰＲ方法
　→　効果を実感している方の口コミを効果的に広げていく方法
　→　休止した方に再び復帰してもらうためのアプローチ方法
　→　本町が独自に運営しているケーブルテレビ局を活用した周知方法
　　　 ※専門機材・編集スタッフが常駐しており、撮影、映像編集、放送技術等の
　　　　体験が可能です。アナウンサーとしての出演も可能です！



○参加者の平均年齢は７６歳ですが、もっと若い世代も取り込んでいきたいと考えており、そのためには、
　若い視点を活かしたＰＲを行う必要があります。

「大学生」に期待すること

○各会場では、いつもある程度固定されたメンバーで実施しているため、外部の方（特い若い世代）が
　訪れることは、参加者にとって大変刺激になります。
　これまでの事例を踏まえると、以下のことが期待されるところです。

　　→　町外の方が見学に来られると、参加者はとても喜ばれる。
　　→　若い異性がいるだけで高齢者は張り切る。
　　→　外部の方に見られているというだけで気持ちにハリが出て、姿勢や体操の動きがいつもより改善　
　　　　される。
　　→　（自分の孫の世代である）大学生が来ることはとても珍しいことなので、それだけで噂になり、
　　　　それがきっかけで参加しようと思う方が増える。
　　→　きっと学生から褒められる(若いですね！元気ですね！)ので、それだけでやる気が出る。

東大生の皆さんぜひ美郷町に来て
くださいね、まっちょるよ～！



○現地活動期間　　
　８月～９月の間の２～３週間程度を予定しています。
　必要に応じて追加で別の時期に活動していただくことも可能です。

○滞在予定施設　　
　昨年オープンしました町営のお試し滞在施設を利用していただく
　予定です。

　基本的に自炊となりますが、温泉施設内に食事処あり。

○町への移動について　
　【羽田空港→宮崎空港】　　飛行機で約１時間３０分
　【宮崎空港駅→日向市駅】　特急電車で約１時間
　【日向市駅→役場】　　　　車で約３０分（送迎あり）

○現地活動での移動環境
　社会福祉協議会指導員と共に社用車に同乗していただきますが、
　必要に応じて随時庁用車でも対応いたします。

○せっかくの機会ですので・・・
　すばらしい観光資源と地元のおいしい料理を堪能してください！

現地活動における受け入れ体制について　

古民家をリノベーションし地元食材を活用した
本格派のピザ屋さんもありますよ～

お試し滞在施設に隣接している石峠レイク
ランドではウェイクボード体験もできます



「情報共有」と「住民参加」創生事業

事業計画書

鹿児島県錦江町

過疎地域におけるシェアカーを活用した交通手段導入の提案

企画書



鹿児島県錦江町の概要

鹿児島県の概要

鹿児島市

錦江町（きんこう）

鹿児島空港

桜島

面積 9187.01㎡ 国土地理院データ

人口 1,648,177人 2015年国勢調査

黒牛、豚、ブロイラー、さつまいも、養殖ブリなど全国1位

錦江町の概要

面積 163.19㎡ 八王子市より

やや小さい

人口 7,923人 2015年国勢調査

構

成

比

10.3％ 15歳未満

46.7％ 15歳～64歳

42.9％ 65歳以上

農業産出額 90億8千万円 2015農業センサス

特産：牛、豚、ブロイラー、茶、大根、養殖ヒラマサなど＋焼酎
「魔王」





神川大滝公園（高さ25m幅30m）

花瀬自然公園（千畳敷の石畳）



学生の皆さんに入っていただきたい地域
～宿利原（やどりはら）～

人口 456人

世帯数 246世帯

高齢化率 54.9％

標高 200ｍ

主な産業

（農業）

葉タバコ、干し大根、甘藷、
生姜、畜産

学校 小学校1校（11人）

自治会数 10自治会

2018.10.1現在
航空写真

大根やぐらライトアップイベント

まちづくりワークショップ



『宿利原中学校再活用のための意見交換会』

で出された意見（子ども達・女性部・PTA・サロン参加者）

地区に住む自分、そして周りのためを
思って考えられた意見の数々、、、

・放課後勉強する場所がほしい。
・団体スポーツや他校と交流したい。
・病院やレストラン、商店がほしい。

・地域全体の老人サロン開設。
・学童保育（見てもらうだけでもいい）
・民泊施設や自分の資格を活かせる場所。エステや美容室など！
（自分の技術を提供し喜んでもらえたら）

・ボランティアする側、される側が元気になれる場所！

・送迎セットのサロン教室
・高齢者だけではなく若い年代とも触れ合いたい。
・宅配給食もいいが、自分の料理の腕で忙しい主婦を助けたい！
・元気なうちは人の役に立ちたい。
・一人暮らしのための食堂がほしい。 ・交通が不便
・特産の芋を焼き芋にして都市部の人に食べてもらいたいなぁ

子ども・
PTA

女性部

高齢者



拠点活用の

3つのキーワード

１．触れあえる

２．誰かの役に立つ

３．交通が確保されている

※H29年度再編事業検討ワークショップより

〈小さく始めてみんなで成長していける地域づくり〉

やどばいみんなでふれあい・支えあい地域づくり事業

宿利原
中学校

話合い
機関

宿利原中学校
運営委員会

【やどりはら会議（仮称）立ち上げ】
※中心話し合い機関

【若者・子育て世代の語る場づくり】
40歳以下程度の地域のメンバーが自由に集まり、語らう場づくり

個別
取組
み
（案）

【お茶一杯活動】
【学童的見守り活動】
※住民の方々の得意分野を持ち
寄る講座やサービスの提供を行
なうチャレンジショップ。

【お役立ちチャ
レンジショップ】
【地域商店】

【青パト隊による見守り
活動】
【ちょっと稼げるお仕事
の創出】等

【支えあいの公共交
通網づくり 】
「やどばいdeおでばい」
（地区内の交通接続・シェアリング
エコノミーの活用）

こども達

子育て世代

他地区の人

１人暮らし

高齢者

女性

働き盛り

移住者

●宿利原地域の目指す将来像

地域への思いを持
つ方からの
『ふるさと納税』

誰でも！
いっでんかっでん
へっさと行ける場所



学生の皆さんと一緒に取り組みたいこと

○現状
（1）超高齢化地域であるにも関わらず、コミュニティバス（町委託運行・週２回）の利用率が33.1％
（2）2035年には高齢化率が60.3％
（3）自治会（最小単位の自治組織）加入率は84.8％（町平均87.9％）
（4）住民アンケートでは、高齢者は移動手段（公共交通）の整備（強いニーズ）を求めている。

○町の仮定
小規模農村地域でありながら、自治会加入率が低いということは、自治会との親和性や親密すぎる
人間関係が「生活のしにくさ」につながっているのではないか。
一方、小規模地域ならではの関係性の深い移動ツールが必要なのではないか 。

○学生の皆さんに期待すること
当地域のコミュニティの意識的な隙間をフィールドワークを通じて吸い上げてもらい顔の見える関係性の中で

のシェアリングエコノミーという移動手段が当地域で活用できるものかを検証して欲しい。
また、当地域には高齢者の見守りをする自主防犯ボランティア団体（青パト隊8人）が結成されており、安否確
認の巡回を実施しているが、その団体を活用したシェアリングエコノミーの可能性についても検証をして欲しい。
（具体例）

・10自治会住民への個別ヒアリング
・交通手段についてのワークショップ
・民間企業又は自主防犯ボランティア団体とのシェアカーの短期社会実験の企画運営
・10年後の地域交通手段の企画提案
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